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実現への努力を確約する小林、降矢両委負

バスを降り、松代の地に立ち、

秋山町長とガッチリ握手
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　　　　　　　　　　　　くコ
地
域
住
民
の
声
を

　
　
　
　
代
表
す
る
秋
山
町
長

．

d

駅予定地で小林委員の音頭で“松代町バンザイ，，

《人口の動き》

2月1日現在

男3，108（一3）女3，138（一4）計6，246（一7）

出生2　死亡6　転入5　転出8

世帯数1，715（＋1）
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昨
年
5
月
n
日
、
松
代
町
で
第
三

セ
ク
タ
ー
設
立
促
進
大
会
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
順
調
に
工
事
再
開
へ
の
足
ど

り
を
早
め
た
。

　
北
越
急
行
株
式
会
社
が
八
月
に
ス

タ
ー
ト
し
、
n
月
に
は
運
輸
省
に
営

業
免
許
申
請
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
運
輸
省
で
は
1
2
月
2
0

日
に
運
輸
審
議
会
に
諮
問
、
審
議
会

か
ら
1
月
2
6
日
に
二
人
の
委
員
が
現

地
視
察
の
た
め
来
町
、
和
や
か
な
う

ち
に
視
察
が
行
わ
れ
た
。

　
視
察
の
際
秋
山
町
長
か
ら
委
員
に

対
し
、
地
域
の
豪
雪
の
現
状
と
鉄
道

の
必
要
性
に
つ
い
て
陳
情
が
な
さ
れ
、

委
員
の
話
で
は
「
私
た
ち
は
鉄
道
建

設
実
現
を
確
約
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
は
、
今
後
の
開
通
後
の
運
営

に
つ
い
て
工
夫
、
努
力
を
い
た
だ
き

た
い
。

　
特
に
乗
車
人
数
が
少
な
く
な
る
と

や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
の
視
察
結
果
を
も
と
に
1
月
2
9

日
、
3
1
日
の
両
日
運
輸
審
議
会
が
開

か
れ
、
認
可
に
問
題
な
し
と
し
て
運

輸
大
臣
に
答
申
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
2
月
1
日
認
可
の

は
こ
び
と
な
っ
た
。

　
更
に
、
2
月
4
日
あ
ら
か
じ
め
仮

申
請
を
し
て
い
た
工
事
施
工
認
可
申

請
を
提
出
、
2
月
8
日
に
認
可
を
得

た
。

　
認
可
書
に
よ
る
と
着
工
期
限
は
7

月
3
1
日
ま
で
、
ま
た
完
工
期
限
を
6
6

年
3
月
3
1
日
と
し
、
6
5
年
度
全
線
完

工
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
工
事
施
工
認
可
が
お
り
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
59
年
度
予
算
の
保
留
分
が

割
当
て
ら
れ
、
着
工
は
3
月
中
に
な

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
現
在
県
が
中
心
と
な
っ
て
沿
線
市

町
村
の
地
域
開
発
計
画
が
練
ら
れ
る

段
階
に
至
っ
て
い
る
。

3
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2
月
1
5
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

開
か
れ
、
5
月
1
7
日
任
期
満
了
と
な

る
町
長
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

名
簿
登
録
基
準
日

告
　
　
示

投
　
　
票

日日

5
月
1
日

5
月
7
日

5
月
1
2
日

◎
今
回
投
票
の
で
き
る
人

　
満
2
0
歳
以
上
（
昭
和
4
0
年
5
月
1
3

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
引
き
つ

つ
き
3
ケ
月
以
上
松
代
町
の
区
域
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
（
昭
和
60

年
2
月
1
日
以
前
に
松
代
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
た
人
）

◎
不
在
者
投
票

　
投
票
日
の
当
日
仕
事
な
ど
の
都
合

で
自
ら
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
所
は
役
場
、
不
在
者

投
票
が
で
き
る
の
は
5
月
7
日
か
ら

n
日
ま
で
の
毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
。

◎
出
稼
等
で
他
町
村
へ
滞
在
の
人

　
不
在
者
投
票
請
求
書
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
本
人
が
記
入
の
上
、
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
本
人
宛
「
投

票
紙
、
同
封
筒
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
最
寄
り
の
市
役
所
、
町
村
役
場
等

で
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
請
求
書
の
用
紙
は
役
場
選
挙
管
理

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
四
月
に

は
区
長
さ
ん
宅
に
も
配
布
の
予
定
で

す
．
）

　
こ
れ
か
ら
の
町
の
四
年
間
を
託
す

大
事
な
選
挙
で
す
。

　
棄
権
の
な
い
よ
う
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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◎
町
で
は
去
る
一
月
二
十
八
日
に
水

田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会
を
開

催
し
、
本
年
度
の
転
作
等
の
推
進
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ
き
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◎
部
落
別
配
分
面
積
は
、
当
町
の
転

作
形
態
が
定
着
化
傾
向
に
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
（
表
2
）
、
前
年
度
の
実
績

ど
お
り
実
施
し
た
場
合
、
八
八
・
二

㎞
と
な
り
、
三
・
七
㎞
多
く
な
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
た
め
部
落
別
の
配

　水田利用再編第3期対策の2年目である本年は、当町

への目標面積が昨年より5，7ha緩和され、84．5haが配分さ

れました。　（表1）

分
面
積
は
前
年
度
の
実
績
面
積
を
基

準
と
し
、
県
か
ら
の
軽
減
緩
和
面
積

を
一
定
率
減
ら
し
て
配
分
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
　
（
表
3
）

◎
町
で
は
預
託
水
田
や
養
魚
・
レ
ン

コ
ン
等
の
湛
水
作
物
の
転
作
田
と
、

本
年
で
期
間
切
れ
と
な
る
転
作
田
が

全
部
で
七
・
五
㎞
ほ
ど
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
こ
れ
ら
を
水
稲
の
作
付
け
に

転
換
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

◎
他
用
途
利
用
米
は
、
市
町
村
の
希

望
に
よ
り
配
分
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

町
で
は
転
作
で
対
応
で
き
る
見
込
み

で
あ
り
、
昨
年
と
同
様
、
他
用
途
米

に
つ
い
て
は
取
り
組
ま
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◎
転
作
奨
励
補
助
金
の
基
本
額
は
、

前
年
同
様
、
表
4
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
基
本
額
の
ほ
か
、
地
域
特
産
物

加
算
（
な
す
）
、
団
地
化
促
進
加
算
、

集
落
転
作
加
算
な
ど
転
作
の
集
団
化

を
実
施
し
た
場
合
に
つ
く
加
算
金
制

度
の
積
、
極
的
導
入
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

◎
昭
和
6
0
年
産
米
事
前
売
渡
申
込
限

度
数
量
は
、
昨
年
と
ほ
ぽ
同
じ
八
四
、

九
四
二
袋
の
配
分
が
あ
り
ま
し
た
。

（
表
5
）

　
各
農
家
か
ら
の
予
約
に
基
づ
き
配

分
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年

も
豊
作
の
昨
年
に
増
し
た
出
荷
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

（万円）表一4

松代町の基本額の水準

転
　
　
作

特　定　作　物 3．8

永年性作物 4．6

一　般　作　物 2．3

（野　　　菜） 1．8

保　　全　　管　　理 1．8

土地改良通年施行
（うち特別豪雪地域）

2．3

（単位：ha）標面積の配分目表一1表一3部落別配分面積（単位：アール）

字　名
昭和畔度

配分面積

期間

切れ
字　名

昭和6畔度

配分面積

期間

切れ
昭和60年度 昭和59年度 前年度比較

目標面積
うち

他用途米
目標面積

うち

他用途米
目標面積

うち

他用途米松　代 448 69 中　子 45
ノ』・荒戸 89 1 苧　　島 141 6 松代町 84．5 0 90．2 0 △　　5．7 一太　　平 108 田野倉 211 28

新潟県 19，820 4，535．5 20，820
菅　刈 182 24 仙　　納 56 3，636 △1，000 899．5

田　　沢 113 田　代 32 全　国 574，000 56，000 600，000 56，000 △26，000 0
小屋丸 110 莇　　平 316

表一2　目標面積と転作の実態　　（59年度の実積から推計）池之畑 74 ノ』・　貫 51 7
下　　山 202 諏訪峠 79

千　年 521 20 寺　　田 373 57 定着カウント

　　36，1ha

永年性作物

　　13．9ha 保全管理

水田養魚

　　8．3ha
一般作物29，9ha

計
88．2

ha

池　尻 110 名　平 124 大豆4，8、飼料5．5、

そば1，4、レンコン9．O、

小豆2．5、野菜6，7

会　　沢 110 蒲　生 578 8 （期間内）（59年まで26，3ha

60年9．8ha）

（果樹12．4ha

林地L5ha）
清　　水 232 45 儀　明 491
桐　　山 343 2 福　島 131 4
蓬　平 264 10 奈良立 56 11
東　　山 44 室　野 1，037 61 昭和60年度目標面積　84．5ha　（59実積88．2－84．5二3．7ha） 3。7ha

オーバー
海　老 231 竹　所 301 2

表一5　昭和60年産米事前売渡申込限度数量　　　（単位：袋）犬　　伏 277 22 濁 145 2
孟　　地 112 峠 349 1
片†同山 78 木和田原 159 4 60年限度数量 59年売渡数量 比　　較
滝　　沢 127 合　計 8，450 384

、
っ
　
　 る　　ち 8！，942 76，856 5，086㊧「期限切れ」欄の数は、本年度奨励金の交付期間の

切れる「保全管理」と「水田養魚」の面積で、配分

面積（前年の実績）には含まれていません。

も　　　　　ち 3，000 2，671 329
計 84，942 79，527 5，415

（59年度の実積から推計）目標面積と転作の実態表一2

3。7ha
オーバー

昭和60年度目標面積　84．5ha　（59実積88．2－84．5二3．7ha）

（単位：袋）昭和60年産米事前売渡申込限度数量表一5

㊧「期限切れ」欄の数は、本年度奨励金の交付期間の

　切れる「保全管理」と「水田養魚」の面積で、配分

　面積（前年の実績）には含まれていません。



こうほう・まつだい（2月号）II””川1””III”llII””ll”llIlll”ll””ill”lll“II”Illll”Ill“”1””1”ll”II“II”1”Il”llIll”Illl”IIIII”llIlim”“1”1”1””Illlll川1”4

；颪：く3贈；嘱1

，翻

鐙型

　
　
9

◆
0

　
　
0

　
0

9

　
無
申
告
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
所
得
税
（
国
税
）
事
業
税
（
県
税
）

住
民
税
（
町
税
）
は
、
あ
な
た
の
一

年
間
の
所
得
を
自
分
で
正
し
く
計
算

し
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

あ
な
た
自
身
の
一
年
間
の
総
決
算
と

も
い
え
ま
す
。
こ
の
申
告
は
2
月
1
6

日
か
ら
3
月
1
5
日
の
間
に
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
期
間
を
過
ぎ
て
申
告
し
ま
す
と
〃

通
常
の
税
金
の
ほ
か
に
1
0
％
又
は
、

5
％
の
加
算
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
正
し
く
な
い
申
告
を
し
ま
す
と
〃

正
し
く
な
い
申
告
を
し
た
場
合
は
、

5
％
の
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
し
、

故
意
に
不
正
な
申
告
を
し
ま
す
と
3
5

％
又
は
30
％
と
い
う
重
い
加
算
税
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
税
務
署
が
調
査
し
た
方
の

う
ち
多
く
の
方
に
、
申
告
漏
れ
や
計

算
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
加
算
税
、

重
加
算
税
な
ど
余
分
な
税
金
を
納
め

る
こ
と
の
な
い
よ
う
も
う
一
度
内
容

を
確
か
め
検
討
し
て
正
し
い
申
告
を

し
ま
し
ょ
・
つ
。

申
告
相
談
日
程

を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◎
所
得
税

．
高
田
税
務
署
で
は
2
月
1
6
日
か
ら

3
月
1
5
日
ま
で
毎
日
　
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
　
土
曜
日
は
午
前

中
の
み
、
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

・
出
張
納
税
相
談

　
対
象
の
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

松
代
町
役
場
で
2
月
1
6
日
か
ら
2
月

28

日
ま
で
行
な
い
ま
す
。

◎
住
民
税

　
3
月
2
日
か
ら
3
月
1
2
日
ま
で
、

対
象
者
及
び
部
落
の
日
時
・
会
場
に

つ
い
て
は
部
落
長
さ
ん
よ
り
通
知
し

ま
す
。
役
場
職
員
が
出
張
相
談
に
出

ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、

事
業
税
と
住
民
税
の
申
告
を
す
る
必

自分ぞ力旧で

覧
づ直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
葬

　
　
　
　
　
癬
．

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
還
付
の
申
告
は

高
田
税
務
署
で
は
、
2
月
1
日
か
ら

受
付
け
て
お
り
ま
す
。
確
定
申
告
と

同
様
に
高
田
ま
で
出
向
く
の
は
大
変

で
す
の
で
、
便
宜
を
は
か
る
た
め
、

松
代
町
役
場
で
次
の
二
日
間
還
付
申

告
を
受
付
け
ま
す
。

2
月
2
7
日
（
水
）
旧
松
代
地
区

2
月
2
8
日
（
木
）
旧
山
平
、
奴
奈
川
地
区

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

納
税
相
談
必
携
晶

1
、
確
定
申
告
の
用
紙

2
、
所
得
の
計
算
に
必
要
な
張
簿
書
類

3
、
給
料
、
年
金
等
受
給
者
は
「
源
泉

　
徴
収
票
」

4
、
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
、
国

　
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
及
び

　
農
業
者
年
金
の
保
険
料
の
支
払
証

　
明
書
な
ど

5
、
印
鑑

6
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の

納
税
は
期
限
内
に

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
は
、
申

告
期
限
と
同
じ
3
月
1
5
日
ま
で
で
す

が
期
限
内
に
納
入
で
き
な
い
と
き
ま
、

確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に
な
る
税

額
の
・
一
2
以
上
を
3
月
1
5
日
ま
で
に
納

め
る
と
、
残
り
の
税
額
は
5
月
3
1
日

ま
で
延
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
延
納
期
間
中
は
年
七
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
、
税

務
相
談
室
又
は
、
役
場
税
務
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

〇一

も

ゴ拗
・
■

o
　
o
、
　
o
．
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◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
豆
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
翻
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
翻
　
　
◎

づ∞⇔

お
じ
や
ま

鰯
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
◎

◎
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
豆
　
　
豆
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

し
ま
す
∞
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

◎
　
　
豆
　
　
　
　
　
豆
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
観
　
　
◎

小
堺
電
子
製
作
所

　
小
堺
電
子
製
作
所
は
大
字
儀
明
の

国
道
沿
い
、
長
田
縫
製
さ
ん
の
一
軒

お
い
て
と
な
り
の
鉄
骨
造
ア
ー
チ
型

の
建
物
で
す
．

　
下
は
車
庫
に
な
っ
て
い
て
、
二
階

に
あ
が
る
と
三
十
才
ぐ
ら
い
の
若
い

人
が
で
て
き
た
．

　
こ
の
人
が
経
営
者
で
、
長
之
助
商

店
と
い
う
食
料
品
店
も
や
っ
て
お
り
、

去
年
の
三
月
こ
の
世
界
に
進
出
し
た

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
仕
事
の
内
容
を
お
う
か
が
い
し
た

い
の
で
す
が
．

　
私
の
所
で
は
去
年
三
月
か
ら
柿
崎

町
に
あ
る
共
栄
電
工
さ
ん
の
協
力
工

場
と
い
う
こ
と
で
仕
事
を
も
ら
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
エ
ア
コ
ン
の
リ

レ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
は
何
人
く
ら
い
で
す
か
。

　
み
ん
な
部
落
の
方
で
す
が
現
在
七

人
で
や
っ
て
い
ま
す
。
他
に
松
代
、

蒲
生
に
内
職
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
ラ
イ
ン
を
組
ん
で
や
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
募
集
を
し
た
の
で
す

が
、
人
数
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
く

て
。

　
こ
の
冬
の
雪
の
影
響
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
。

　
寺
田
部
落
に
お
願
い
し
て
い
た
内

職
が
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

分
、
皆
さ
ん
が
忙
し
く
な
っ
て
い
る

状
態
で
す
。

　
ま
た
、
一
端
内
職
に
出
し
て
回
収

し
手
を
加
え
、
ま
た
内
職
に
出
す
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
納
入
、
回
収
に

回
る
の
が
大
変
で
す
ね
。

　
就
業
時
間
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　
八
時
か
ら
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
が
農
繁
期
に
な
る
と
人
員
の
確

保
が
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
の
展
望
は
ど
う
で
す
か
。

　
弱
電
関
係
の
工
場
は
沢
山
進
出
し

て
い
ま
す
が
、
私
が
仕
事
を
も
ら
っ

て
か
ら
も
、
同
工
場
の
協
力
工
場
が

続
々
で
き
、
六
社
く
ら
い
を
数
え
て

い
ま
す
。

　
下
の
車
庫
を
改
造
し
、
ラ
イ
ン
を

流
し
た
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
人

手
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

　
工
場
内
に
入
る
と
、
明
る
い
照
明

の
中
で
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
を
黙
々
と
や
っ
て
い
た
。

　
工
場
内
の
作
業
室
の
と
な
り
に
は

畳
敷
の
部
屋
が
あ
り
、
コ
タ
ツ
の
上

に
茶
道
具
が
あ
っ
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
こ
こ
に
集
ま
り
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
仕
事
の
話
に
、
世

間
話
に
話
が
は
ず
ん
で
い
る
の
だ
ろ

つ
　o
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「
空
ひ
び
き
、
土
ひ
ぴ
き
し
て
吹

雪
す
る
寂
し
き
国
ぞ
わ
が
生
れ
国
」

　
北
魚
沼
、
堀
之
内
町
出
身
、
芸
術

院
会
員
の
歌
人
、
宮
柊
二
が
故
郷
を

詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　
記
録
に
も
な
い
、
二
年
続
き
の
大

雪
、
今
年
は
暖
冬
だ
と
の
予
報
だ
っ

た
の
で
す
が
。
私
の
村
諏
訪
峠
の
荒

廃
を
も
た
ら
し
た
、
い
く
つ
か
の
原

因
の
一
つ
に
こ
の
雪
が
あ
っ
た
の
で

す
。
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
春
に
な
れ
ば

雪
の
中
か
ら
ブ
ナ
の
芽
吹
き
の
す
ば

ら
し
い
鮮
や
か
な
黄
緑
が
萌
え
る
平

和
な
、
そ
し
て
静
か
な
村
だ
っ
た
の

で
す
が
、
農
業
よ
り
も
な
に
か
新
し

い
産
業
の
方
が
羨
ま
し
い
、
い
い
ん

じ
あ
な
い
か
と
勘
違
い
す
る
人
が
多

彗難、鱗

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
羅
．
輪

　
　
ド
き
し
　

騒
覇
簸
・
，
．

撫
筆、萎

欝

肇

糠蘂

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
お
隣
り
部
落
は
田
野
倉
、

莇
平
、
小
貫
、
寺
田
、
名
平
で
あ
り

最
も
近
い
の
が
寺
田
で
あ
り
、
諏
訪

神
社
か
ら
寺
田
入
口
の
家
ま
で
約
三

百
米
程
で
す
。
こ
れ
で
大
体
位
置
は

お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
諏
訪
峠
の
地
名
で
す
が
峠
だ

と
も
っ
と
山
の
上
に
あ
る
様
に
考
え

ら
れ
ま
す
が
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

昔
は
も
っ
と
山
の
上
に
で
も
あ
っ
た

の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
わ
か

り
ま
せ
ん
．

　
昭
和
初
期
か
ら
三
十
四
年
ま
で
諏

訪
峠
は
桜
沢
姓
が
二
十
三
戸
、
中
沢

姓
が
七
戸
計
三
十
戸
で
し
た
。
祖
母

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
桜
沢
の
先
祖

　　　　雛縫葦華蝋

朧曇，曇濃

、鍵鱗鱗
は
、
信
州
善
光
寺
附
近
か
ら
流
れ
て

来
た
落
武
者
と
の
事
で
あ
り
、
R
一

一
七
、
R
三
五
三
か
ら
入
っ
て
来
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
菩
提

寺
は
松
之
山
の
観
音
寺
で
あ
り
ま
す

し
、
そ
の
本
寺
は
信
州
に
あ
り
ま
す
。

　
又
信
州
栄
村
及
び
津
南
町
に
桜
沢

の
姓
が
あ
り
長
野
電
鉄
に
桜
沢
の
駅

名
も
あ
る
し
、
昔
か
ら
の
伝
言
で
文

書
も
な
い
が
大
体
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
中
沢
家
は
屋
号
又
右
衛
門

（
明
治
か
大
正
の
頃
離
村
）
が
一
番

古
い
本
家
だ
っ
た
と
の
事
で
す
が
全

く
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
の
諏
訪
峠
が
何
時
頃
開
村
し
た

の
か
ご
れ
も
わ
か
ら
な
い
が
、
観
音

寺
で
昔
火
災
が
あ
り
、
私
の
先
祖
は

わ
か
ら
な
い
の
だ
と
の
事
で
す
。
し

か
し
現
在
あ
る
過
去
帳
で
は
一
番
古

い
の
が
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
年
）

十
月
十
一
日
、
九
郎
右
衛
門
父
と
あ

り
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
人
が
五
十
才

ま
で
生
き
た
と
す
る
と
後
西
天
皇
の

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
年
）
頃
の
生

ま
れ
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
、
倉
の
改
築
を
し

た
時
二
階
に
畳
半
枚
程
の
立
方
体
の

黒
い
す
す
け
た
箱
の
中
に
古
い
文
書

が
一
杯
あ
り
、
ね
ず
み
が
か
じ
っ
た

り
そ
し
て
し
っ
か
け
て
い
た
り
で
、

恐
る
恐
る
手
伝
い
の
人
達
と
一
番
上

の
方
か
ら
出
し
て
来
た
の
が
、
明
和

三
戌
年
（
一
七
六
六
年
）
九
月
越
後

国
頸
城
郡
小
池
村
新
田
検
地
水
帳
で

箱
の
下
に
は
も
っ
と
古
い
の
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
豪
雪
で
倉
の
入
口

を
ふ
さ
が
れ
御
紹
介
す
る
事
が
で
き

ず
残
念
で
す
。

　
又
十
数
年
前
諏
訪
神
社
の
屋
根
替

の
時
発
見
さ
れ
た
の
が
一
枚
の
棟
札

で
し
た
。
以
前
は
村
の
最
高
峰
に
祠

ら
れ
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
地
上
り

の
た
め
現
在
地
に
造
替
さ
れ
た
の
で

す
。
表
に
奉
造
替
諏
訪
大
明
神
宮
殿

と
あ
り
天
保
十
二
丑
年
（
一
八
四
一

年
）
八
月
十
八
日
越
後
国
頸
城
郡
松

野
山
郷
諏
訪
峠
村
そ
し
て
当
社
神
主

宮
沢
播
磨
正
茂
廣
と
書
か
れ
て
あ
り

　
　
　
　
　
7
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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6
ぺ
ー
ジ
よ
り

裏
面
に
は
、
産
子
桜
沢
市
良
治
を
筆

頭
に
分
家
の
新
屋
、
紙
屋
、
田
中
、

中
沢
家
の
坂
口
、
七
兵
工
天
屋
原
の

代
表
、
田
辺
庄
八
（
屋
号
惣
平
治
）

の
当
時
七
人
衆
と
呼
ば
れ
た
昔
の
重

立
の
名
が
書
か
れ
そ
の
下
に
、
大
工

田
嶋
村
吉
五
良
外
三
名
木
挽
二
名
、

産
子
小
前
二
十
三
名
の
名
が
書
い
て

あ
り
当
時
諏
訪
峠
は
三
十
戸
あ
っ
た

の
が
証
明
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
笑
い
話
と
し
て

聞
い
て
、
い
や
読
ん
で
下
さ
い
。

現
在
上
越
市
に
移
住
さ
れ
た
中
沢
清

一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
昔
小
貫
の
屋
号

し
た下

か
ら
松
代
に
移
ら
れ
た
柳
丹
助
氏

（
和
泉
舎
）
が
諏
訪
様
を
大
変
信
心

さ
れ
て
居
ら
れ
松
代
に
諏
訪
神
社
を

建
立
さ
れ
た
と
の
話
で
す
。
私
は
終

始
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
聞
い
て
居
り
ま

し
た
が
、
今
の
若
い
人
な
ら
「
エ
ッ

！
ウ
ッ
ソ
ォ
ー
、
ホ
ン
ト
」
と
驚
く

様
な
お
話
で
す
．

　
さ
き
の
検
地
水
帳
と
一
緒
に
明
治

五
年
の
戸
籍
調
査
書
が
あ
り
表
紙
は

破
れ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
最
初
の
頁
に

越
後
国
頸
城
郡
小
池
村
二
百
五
番
屋

敷
住
居
。
戸
副
庄
屋
兼
桜
沢
清
一
郎

と
あ
り
最
後
は
三
百
二
拾
二
番
池
田

久
蔵
（
旧
小
池
屋
号
新
屋
敷
）
で
す

が
、
当
時
蒲
生
の
松
泉
寺
は
小
池
村

に
あ
っ
た
様
で
す
。

　
こ
れ
も
一
緒
に
発
見
し
た
、
代
官

大
草
太
郎
左
衛
門
に
提
出
さ
れ
た
小

池
村
耕
地
絵
図
に
加
宿
の
す
ぐ
横
に

團
と
明
記
さ
れ
て
あ
り
、
中
沢

田
辺
、
寺
田
の
高
橋
家
の
戸
籍
の
末

尾
に
寺
、
富
村
曹
洞
宗
松
泉
寺
と
書

い
て
あ
る
し
、
最
後
の
頁
に
は
松
泉

寺
第
二
拾
一
世
知
法
三
十
二
才
隠
居

智
海
六
十
五
才
兄
量
緑
四
十
四
才
と

あ
り
戸
数
百
拾
九
曹
洞
宗
壱
ケ
寺
人

員
七
百
九
拾
六
人
と
記
さ
れ
て
あ
り

ま
す
。

　
又
明
治
七
甲
戌
年
七
月
の
戸
籍
下

調
毎
戸
主
書
出
張
に
は
新
潟
県
管
轄

第
十
一
大
区
小
三
区
七
番
組
小
池
村

用
掛
桜
沢
清
一
郎
と
あ
り
、
そ
の
当

時
の
諏
訪
峠
は
桜
沢
姓
が
十
八
戸
中

沢
姓
八
戸
、
天
屋
原
の
中
沢
姓
五
戸
、

田
辺
姓
三
戸
、
計
三
十
四
戸
で
人
口

は
二
二
七
人
の
大
世
帯
で
し
た
。

　
参
考
ま
で
に
小
貫
十
二
戸
、
寺
田

三
十
二
戸
、
石
畑
十
六
戸
、
小
池
二

十
四
戸
計
一
一
八
戸
、
当
時
の
旧
山

平
で
は
小
池
村
は
最
大
の
村
で
し
た
。

　
そ
の
後
大
正
始
め
か
ら
明
治
の
末

に
天
屋
原
が
寺
田
に
編
入
さ
れ
諏
訪

峠
は
昭
和
三
十
四
年
始
め
て
一
戸
転

出
し
三
十
五
年
国
勢
調
査
で
は
、
二

十
九
戸
、
人
口
一
五
七
人
と
な
り
四

十
五
年
二
十
四
戸
一
〇
〇
人
、
五
十

年
十
四
戸
三
十
九
人
、
五
十
五
年
七

戸
十
九
人
と
三
十
年
代
後
半
以
降
は

ま
さ
に
坂
道
を
こ
ろ
が
り
落
ち
る
様

に
流
出
が
進
み
特
に
四
十
六
年
高
度

成
長
経
済
の
ら
ん
熟
期
、
そ
し
て
そ

の
年
始
っ
た
米
の
生
産
調
整
、
若
者

の
流
出
の
高
齢
化
、
お
ま
け
に
我
が

国
屈
指
の
豪
雪
地
帯
、
こ
れ
が
農
業

に
対
す
る
意
欲
の
減
退
と
な
っ
て
、

そ
の
後
は
毎
年
一
戸
又
、
一
戸
流
出

し
大
字
松
代
に
移
住
し
た
三
戸
の
桜

沢
と
私
共
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

国
際
保
護
鳥
佐
渡
の
「
と
き
」
の
運

命
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
ネ
ア
カ
」
な
の

か
別
に
寂
蓼
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
ぐ
そ
こ
に

寺
田
の
部
落
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
昔
か
ら
両
部
落
は
戦
前
の
日
本
と

満
州
国
の
様
な
友
好
関
係
に
あ
り
現

在
も
変
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　
村
の
残
さ
れ
た
水
田
に
は
田
野
倉

方
面
か
ら
請
石
川
を
渡
る
と
町
道
沿

線
に
は
、
蓬
平
、
田
野
倉
、
寺
田
、

莇
平
、
松
代
そ
し
て
道
下
に
大
き
な

養
魚
池
を
掘
り
錦
鯉
を
飼
育
し
て
い

る
人
も
居
り
、
村
の
入
口
ま
で
見
事

な
水
田
が
続
い
て
お
り
農
道
に
も
松

代
や
寺
田
か
ら
又
、
ム
ラ
の
中
の
田

や
畑
に
も
寺
田
か
ら
来
ら
れ
て
居
り
、

そ
の
中
に
は
松
代
町
で
は
一
流
企
業

の
重
役
や
管
理
職
も
来
て
お
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
人
達
は
、
趣
味
と
健
康
と

実
益
を
兼
ね
て
余
暇
を
楽
し
く
利
用

し
て
お
ら
れ
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
又
四
十
入
年
か
ら
小
型
圧
雪
車
が

配
置
さ
れ
冬
期
間
孤
立
す
る
心
配
も

な
く
五
十
年
に
L
十
五
米
、
W
五
米

の
家
の
下
橋
が
永
久
化
さ
れ
五
十
三

年
に
は
部
落
内
改
修
及
び
、
舗
装
工

事
が
四
年
か
か
っ
て
完
成
し
、
県
や

町
に
感
謝
し
あ
り
が
た
く
思
っ
て
居

り
ま
す
．

　
昔
か
ら
の
小
村
故
、
人
材
等
あ
る

訳
が
な
い
。
し
か
し
小
中
学
校
の
校

長
先
生
な
ら
私
の
一
族
で
祖
父
、
弘

（
長
姉
夫
婦
に
子
供
が
な
か
っ
た
の

で
末
娘
（
七
女
）
の
祖
母
に
十
日
町

の
㈱
丸
山
工
務
所
よ
り
婿
さ
ん
に
来

た
）
父
清
、
そ
の
弟
金
沢
真
平
、
（
旧

姓
桜
沢
）
儀
明
の
小
堺
勇
次
郎
、
寺

田
の
五
十
嵐
松
蔵
（
旧
姓
井
上
）
田

麦
の
内
山
貞
勝
、
栃
ヶ
原
の
菅
井
甚

一
、
こ
の
四
人
の
人
達
は
み
な
祖
母

の
実
姉
の
子
供
で
あ
り
、
集
ま
る
と

み
な
面
白
い
人
達
で
し
た
。

　
さ
て
現
代
産
業
の
最
先
端
を
ゆ
く

I
C
工
場
が
相
次
い
で
町
内
に
設
置

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
二
十

一
世
紀
に
む
け
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
又
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
牛
や
米
の
品
種

改
良
を
目
指
す
研
究
が
始
め
ら
れ
、

も
う
か
る
農
業
も
、
目
の
前
に
ぶ
ら

さ
が
っ
て
い
る
。

　
農
業
後
継
者
の
み
な
さ
ん
の
御
健

斗
を
祈
り
乱
文
の
紹
介
を
終
り
ま
す
。
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今
シ
ー
ズ
ン
も
ス
キ
ー
の
松
代
の

名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
県
の
大
会
、
全

国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
め
ざ
ま
し
い
活

や
く
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
3
月
6
日
か
ら
は
全
日
本
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
が
待
ち
う
け
て
い

ま
す
。

全国高校スキー出場選手

熊
懸
捲
擁
編
鍵
翻
灘
p
・

撫
麟
擾
騨

難
、

　
議
蓼
裟

　
　
　
　
　
　

鰯
鱗
難
鶴

　
選
手
の
こ
れ
か
ら
の
活
や
く
に
声

援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

万羽琢哉選手

　
中
学
生

牧
田
　
義
明
　
　
男
子
1
0
㎞
　
6
位

　
1
月
2
3
日
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
＋
日
町
市
）

　
高
校
生

小
堺
　
敏
明
　
　
男
子
1
5
㎞
　
5
位

松
代
高
校
　
　
（
柳
浩
三
・
小
堺
敏
明
・

　
　
　
富
沢
政
彦
・
柳
治
）

　
　
　
　
　
男
子
リ
レ
ー
3
位

　
1
月
2
3
日
～
2
4
日
県
ス
キ
f
選
手

　
権
大
会
（
妙
高
高
原
町
）

富
沢
　
政
彦
　
男
子
1
5
㎞
　
8
位

小
堺
　
敏
明
　
男
子
1
5
㎞
　
1
3
位

松
代
高
校
（
富
沢
・
小
堺
・
柳
浩

　
柳
治
）
　
男
子
リ
レ
ー
　
1
8
位

　
2
月
7
～
9
日
　
全
国
高
等
学
校

　
ス
キ
ー
大
会
（
福
島
県
猪
苗
代
町
）

小
堺
　
敏
明
　
男
子
1
5
㎞
　
⑱
位

　
2
月
2
2
日
国
民
体
育
大
会
（
群
馬

　
県
片
品
村
）

大
学
生

万
羽
　
琢
哉
　
男
子
1
5
㎞
　
3
位

　
1
月
1
7
日
全
日
本
学
生
ス
キ
i
大
会

富沢政彦選手

　
（
妙
高
々
原
町
）

万
羽
　
琢
哉
男
子
3
0
㎞
　
1
位

　
　
　
　
　
　
男
子
50
㎞
　
－
位

佐
藤
　
純
一
　
男
子
1
5
㎞
　
4
位

　
1
月
2
4
日
2
5
日
県
ス
キ
ー
選
手
権

　
大
会
（
妙
高
々
原
町
）

万
羽
　
琢
哉
　
男
子
1
5
㎞
　
3
位

　
2
月
2
2
日
国
民
体
育
大
会
（
群
馬

県
片
品
村
）

小堺敏明選手
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瀞δ
o

　
今
年
の
東
京
地
区
出
稼
者
リ
ー
ダ

ー
会
議
は
連
休
に
も
か
か
わ
ら
ず
五

十
名
以
上
の
出
席
を
見
、
千
代
田
区

の
薬
業
健
保
会
館
に
お
い
て
二
月
十

日
九
時
半
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
町
長
、
産
業
課
長
、
担

当
者
が
出
席
そ
れ
に
「
ま
つ
だ
い
農

協
組
合
長
、
参
事
と
県
か
ら
は
東
京

駐
在
の
出
稼
相
談
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
、

質
疑
応
答
も
あ
り
約
二
時
間
半
熱
心

に
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
故
郷
を
遠
く
は
な
れ
た
出
稼
者
の

今
年
の
関
心
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

積
雪
で
あ
り
、
又
、
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
て
知
る
、
北
越
急
行
問
題
で
し
た
。

　
午
後
一
ケ
所
、
翌
日
は
千
葉
県
の

ニ
ケ
所
　
三
日
目
は
埼
玉
と
、
そ
れ

ぞ
れ
各
事
業
所
を
訪
問
、
働
く
現
場

と
い
ろ
い
ろ
な
面
で
出
稼
者
へ
の
便

利
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
お
願
い
や

ら
、
来
年
の
雇
用
を
依
頼
す
る
な
ど

し
、
十
二
日
帰
省
し
ま
し
た
。

　
現
場
で
は
皆
元
気
い
っ
ぱ
い
、
昨

年
よ
り
上
向
き
の
企
業
の
中
で
、
生

き
生
き
と
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
尚
町
で
は
十
七
日
、
名
古
屋
地
区

の
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催
し
、
十
九

日
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
を
訪

問
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鍵

㌦
．
一
甲
雪
9
冒
咽
．
隔
．
一
．
－
．
”
一
＝
り
り
一
申
一
一
一
＝
一
一
尊
．
．
甲
質
9
一
．
．
．
甲
學
9
一
．
．
．
．
一
．
．
一
甲
＝
．
．
．
．
．
一
一
響
ロ
．
一
．
．
．
．
醒
9
．
．
一
申
－
璽
一
一
＝
一
．
1
9
り
置
3
1
－
．
．
噛
響
曹
一
・
・
．
．
．
甲
．
．
一
＝
辱
．
－
．
．
一
畷

一
　
選
挙
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
｝

｛
　
　
　
　
　
①
　
脚

｛
　
選
挙
権
　
　
　
｛

｛
　
地
方
公
共
団
体
（
県
・
町
）
｛

｝
の
議
貝
首
長
の
選
挙
に
投
票
す
一

｛
る
権
利
を
得
る
た
め
に
は
　
　
脚

一
①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。
　
｛

｛
②
年
齢
満
二
〇
才
以
上
で
あ
る
脚

㌦
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

訓
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

㌦
③
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
そ
の
｝

｛
　
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
こ
｛

評
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

㌦
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｛
　
市
町
村
の
選
挙
権
を
有
す
る
｛

｝
者
は
そ
の
市
町
村
を
含
む
県
の
｝

｛
選
挙
権
も
有
す
る
こ
と
に
な
り
｛

｝
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
一

｛
　
ほ
か
の
市
町
村
へ
住
所
を
移
｛

｝
し
た
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
｝

脚
の
選
挙
権
が
な
く
な
り
、
新
住
～

｝
所
地
で
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
一

脚
た
っ
た
と
き
改
め
て
新
た
な
選
脚

一
挙
権
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
｛

知
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｛
　
移
転
先
の
市
町
村
が
同
一
都
｛

｝
道
府
県
内
の
市
町
村
で
あ
る
と
｝

｛
き
は
、
市
町
村
の
選
挙
権
は
な
｛

｝
く
な
り
ま
す
が
、
都
道
府
県
の
｝

｛
選
挙
権
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
｛

｝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
｝

㍗
．
畢
一
f
一
一
尊
．
9
・
｛
・
．
一
．
・
・
＝
㌔
．
．
・
｛
一
。
一
・
9
ー
一
…
f
一
一
3
一
三
一
…
f
。
一
…
f
．
｝
｛
甲
…
f
㌔
一
～
、
㌔
ノ
、
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薯轟さま離災健士寝彰式
難　　　搬借灘鐵畿雛襯嫡瞼雛擦消脚整・禽鐵満防擾会

　
日
本
損
害
保
険
協
会
主
催
、
消
坊

庁
な
ら
び
に
、
全
国
消
防
長
会
後
援

に
よ
る
「
第
十
三
期
・
奥
さ
ま
防
災

博
士
」
に
池
尻
の
室
岡
一
恵
さ
ん
が

応
募
（
紹
介
者
、
東
頸
消
防
署
長
）

さ
れ
全
国
一
八
六
名
が
応
募
、
三
十

六
名
が
選
ば
れ
る
と
い
う
厳
し
い
選

考
の
な
か
、
室
岡
さ
ん
の
家
庭
に
お

け
る
防
災
責
任
者
と
し
て
の
強
い
自

覚
と
、
地
域
防
災
運
動
に
対
す
る
積

極
的
な
協
力
の
姿
勢
が
特
に
優
秀
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、
第
十
三
期
奥
さ

ま
防
災
博
士
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
表
彰
式
は
去
る
一
月
十
九
日
東
京

の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

消
防
庁
長
官
や
全
国
消
防
長
会
々
長

他
多
数
の
来
賓
、
出
席
の
も
と
挙
行

さ
れ
、
室
岡
さ
ん
も
出
席
さ
れ
受
彰

し
て
き
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

マ
日
も
鞭
も
雛
　
．
心
　
　
防
災
シ
リ
炎
⑱

日
常
生
活
の
中
に

　
　
　
防
火
の
工
夫
を

　
　
　
　
　
室
岡
　
一
恵

　
我
家
は
両
親
、
主
人
と
私
、
子
供

二
人
（
小
学
生
）
の
六
人
家
族
で
す
。

朝
六
時
「
ご
は
ん
で
す
よ
」
の
私
の

声
で
一
日
が
始
ま
り
、
農
業
に
、
勤

め
に
、
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

頑
張
っ
た
日
も
暮
れ
て
皆
が
眠
っ
た

後
、
風
呂
の
焚
口
を
、
ガ
ス
の
元
栓

を
戸
締
り
を
点
検
し
て
私
の
一
日
も

終
り
で
す
．

　
　
「
泥
棒
に
入
ら
れ
て
も
家
ま
で
持

っ
て
ゆ
か
な
い
が
、
火
は
家
毎
灰
に

し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
火
事
は
恐
い
。

気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
こ

れ
が
私
の
小
さ
い
時
か
ら
の
母
の
口

癖
で
し
た
。
そ
の
頃
の
私
の
家
は
囲

炉
裏
が
あ
っ
て
、
か
ま
ど
を
た
い
て
、

風
呂
は
薪
で
し
た
。
今
は
ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
火
が
つ
き
お
湯
が
出
ま
す
が

だ
か
ら
火
に
対
し
て
は
特
に
口
う
る

さ
く
厳
し
い
母
で
し
た
。
「
う
る
さ
い
、

う
る
さ
い
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
育

っ
た
私
も
今
で
は
嫁
い
で
二
児
の
母
、

一
家
を
あ
ず
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
、
母
の
口
う
る
さ
く
言
っ

　
て
い
た
気
持
が
母
と
同
じ
立
場
に
な

　
っ
て
み
て
は
じ
め
て
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
「
ガ
ス
の
元
栓
は
、
し
め
た
か
、

　
ス
ト
ー
ブ
は
消
し
た
か
、
こ
た
つ
の

ま
わ
り
に
紙
く
ず
を
散
ら
か
し
て
は

　
い
け
な
い
。
」
私
も
結
構
口
う
る
さ
い

お
母
さ
ん
の
よ
う
で
す
。

　
私
共
、
雪
国
に
住
む
者
は
、
冬
、

火
災
に
あ
っ
て
も
窓
か
ら
す
ぐ
と
い

う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
今

年
の
よ
う
に
六
メ
ー
ト
ル
を
越
す
豪

雪
の
年
は
特
に
そ
う
で
す
。

玄
関
一
つ
が
唯
一
の
逃
げ
口
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
ど
ん
な
大
雪
の
時

で
も
玄
関
だ
け
は
、
大
き
く
広
く
開

け
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
は
荷
物
を
持
た
ず

に
、
ま
ず
逃
げ
る
事
。
又
、
特
に
大

切
な
も
の
は
い
つ
で
も
す
ぐ
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
の
も
我
家
の

防
火
対
策
の
一
つ
で
す
。
子
供
も
皆

袋
の
中
に
「
こ
れ
は
私
の
大
事
な
も

の
。
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
大
切
な
も

の
は
違
う
よ
う
で
す
が
。

　
町
や
分
遣
所
主
催
の
防
火
懇
談
会

や
消
火
器
の
講
習
会
に
も
家
中
で
参

加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
消
火

器
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
消
火
剤
も
常

に
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
先
日
私
が

料
理
に
油
を
使
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

何
か
の
拍
子
に
な
べ
に
火
が
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
大
し
た
事
な

く
す
ぐ
消
え
た
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ

を
見
て
い
た
下
の
息
子
が
び
っ
く
り

し
て
飛
ん
で
来
て
「
お
母
さ
ん
、
チ

ユ
ー
リ
ッ
プ
を
使
い
な
よ
、
す
ぐ
消

え
る
よ
」
と
言
っ
た
後
、
真
険
な
顔

で
言
う
ん
で
す
。
「
お
母
さ
ん
泥
棒
は
、

家
を
持
っ
て
い
か
な
い
け
ど
、
火
は

家
を
み
ん
な
も
や
し
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
だ
め
だ
よ
」

と
。

　
　
「
誰
に
そ
ん
な
事
を
聞
い
た
の
」

と
聞
い
た
ら
「
い
っ
も
お
母
さ
ん
う

る
さ
く
言
っ
て
る
よ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
母
の
事
を
い
つ
も
う
る
さ
い
、

う
る
さ
い
と
思
っ
て
い
た
私
も
、
い

つ
の
間
に
か
子
供
達
に
同
じ
事
を
言

っ
て
い
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
ら
、

何
だ
か
お
か
し
く
な
っ
て
、
笑
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
火
事
を

出
さ
な
い
為
、
今
の
家
族
の
幸
せ
を

守
る
為
な
ら
、
こ
れ
か
ら
も
我
家
の

う
る
さ
い
お
母
さ
ん
で
い
る
つ
も
り

で
す
．
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信
頼
の
輪
を

広
げ

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
大
人
に
な
り

た
が
ら
な
い
と
い
う
。
少
し
前
の
N

H
K
世
論
調
査
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

こ
う
い
う
子
ど
も
が
何
ん
と
四
分
の

三
に
も
上
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
大
人

は
大
変
だ
し
大
人
に
な
る
こ
と
へ
の

不
安
か
ら
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

大
人
は
ず
る
い
と
か
勝
手
だ
と
か
い

う
大
人
に
対
す
る
不
信
感
か
ら
で
す
。

親
や
囲
り
の
大
人
を
み
て
抱
く
子
ど

も
の
実
感
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
別
の
面
か
ら
考
え
て

み
ま
す
と
、
こ
う
い
う
気
持
を
抱
か

せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
の
過
保

護
の
養
育
に
よ
っ
て
、
幼
児
期
の
子

ど
も
が
、
何
で
も
思
い
通
り
に
な
る

も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
か

ら
発
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
過
保
護
に
育
っ
た
子
ど
も
が
、
　
一

転
し
て
思
春
期
の
厳
し
い
条
件
が
増

し
、
障
害
に
直
面
す
る
に
従
い
不
安

は
強
ま
り
、
そ
れ
だ
け
そ
の
試
練
は

耐
え
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
、
逃
避

柳

よ
・
つ

郎

的
な
感
を
持
ち
始
め
、
ひ
い
て
は
い

ろ
ん
な
問
題
行
動
を
呈
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
の
問
題
行
動
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
、
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
非
行
の
増
加

ぶ
り
は
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
背
景

が
そ
れ
だ
け
強
ま
り
、
低
年
齢
化
の

傾
向
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
深
刻
な

事
態
に
巻
き
こ
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
す
。

　
新
た
な
問
題
行
動
も
次
々
と
現
わ

れ
て
い
ま
す
。
登
校
拒
否
、
家
庭
内

暴
力
、
校
内
暴
力
な
ど
で
す
。
教
育

熱
心
な
わ
が
国
、
子
ど
も
を
大
事
に

し
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
に
世
話
を
や

く
親
、
そ
れ
を
否
定
し
憎
悪
す
る
よ

う
な
深
刻
な
事
態
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
の
で
し
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た
る

と
思
い
ま
す
が
、
重
要
な
も
の
は
、

家
庭
に
お
け
る
親
の
養
育
態
度
に
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
問
題
審
議
会
の
或
る
委
貝

は
こ
ん
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

「
非
行
は
た
し
か
に
多
様
で
す
。
し

か
し
非
行
の
根
は
一
つ
、
基
本
的
な

人
間
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
学
校
で
も
家

庭
で
も
情
緒
が
不
安
定
な
こ
と
が
非

行
の
大
き
な
原
因
で
す
ね
。
」
と

　
情
緒
の
安
定
は
子
育
て
に
大
い
に

関
係
が
あ
り
ま
す
。
三
才
ま
で
の
子

ど
も
の
育
ち
方
に
原
因
が
あ
り
、
保

護
者
に
よ
っ
て
一
貫
、
し
て
育
て
ら
れ

た
子
ど
も
は
、
親
と
の
間
に
信
頼
感

が
あ
り
、
情
緒
も
安
定
し
て
い
る
と

付
け
加
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
最
初
に
獲
得
す

る
信
頼
感
は
親
と
の
間
で
す
。
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
の
日
常
の
子
育
て
の

親
子
の
関
係
か
ら
で
す
。
子
育
て
が

人
間
形
成
の
基
礎
を
つ
く
る
の
で
す
。

そ
れ
に
、
家
庭
内
部
に
情
緒
不
安
定

を
も
た
ら
す
状
況
が
な
い
か
、
両
親

家
族
み
ん
な
で
考
え
て
み
る
こ
と
が

大
切
と
思
い
ま
す
。

　
両
親
が
一
致
し
て
一
貫
し
た
子
育

て
が
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
最
近
特

に
父
性
の
欠
如
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
父
親
に
元
来
要
求
さ

れ
て
い
る
権
威
と
力
が
欠
如
し
、
こ

れ
を
補
お
う
と
し
て
母
親
の
過
干
渉

と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
ひ
き

起
こ
す
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

父
性
の
強
化
と
、
母
性
の
回
復
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
．

　
社
会
の
急
激
な
変
化
の
影
響
か
ら

か
、
最
近
農
村
で
も
家
庭
労
働
を
手

伝
う
こ
と
が
う
す
ら
い
で
き
ま
し
た
。

家
事
を
手
伝
わ
せ
な
が
ら
、
生
涯
必

要
な
も
の
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
年
齢
に
応
じ
た
労
働

と
役
割
を
与
え
る
こ
と
は
、
健
全
な

発
達
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
す
。

　
親
子
の
信
頼
の
輪
は
家
族
か
ら
し

だ
い
に
仲
間
へ
、
社
会
へ
。
家
庭
で

培
わ
れ
た
健
全
な
子
ど
も
が
、
や
が

て
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

雛
域
ぐ
る
み
懲
進
め
よ
う

、
劉
環
境
浄
化
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
近
年
ま
す
ま
す

青
少
年
非
行
が
増
加
し
、
そ
れ
も
年

少
者
に
移
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
幸
い
当
町
で
は
非
行
問
題
は
顕
著

に
は
表
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
郡
内
で

は
中
・
高
生
の
不
良
行
為
が
広
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
郡
内
の
婦

人
会
、
商
工
会
、
民
生
委
員
、
警
察
、

青
少
年
育
成
町
村
民
会
議
な
ど
十
五

団
体
で
地
域
環
境
浄
化
懇
談
会
（
事

務
局
東
頸
域
社
会
福
祉
事
務
所
）
を

開
催
し
東
頸
城
の
青
少
年
非
行
防
止

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
郡
内
に
は
非
行
化
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
ポ
ル
ノ
雑
誌
の
自
動
販
売
機
が

二
個
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
い
ず

れ
も
最
初
は
コ
ー
ラ
等
の
清
涼
飲
料

水
を
置
き
、
そ
の
後
ポ
ル
ノ
雑
誌
を

置
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
町
に
も
早
晩
設
置
さ
れ
る
懸
念

も
あ
り
ま
す
の
で
町
外
の
業
者
か
ら

土
地
の
借
用
や
店
頭
へ
の
設
置
依
頼

が
あ
り
ま
し
て
も
地
域
の
子
ど
も
達

を
悪
書
か
ら
守
る
た
め
に
絶
対
に
受

け
付
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

地
域
ぐ
る
み
で
非
行
化
防
止
に
御
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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女
性
の
四
人
に
　
人
は

　
　
ボ
ン
ネ
ツ
ト
を
開
け
た
こ
と
も
な
い

　
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
最

近
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
こ
こ
に
興
味
あ
る
数
字
が
あ
る
の

で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
あ
る
自
動
車

関
係
団
体
で
発
表
し
た
「
オ
ー
ナ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
の
”
自
動
車
整
備
”
に

関
す
る
実
態
調
査
」
が
そ
れ
で
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
車
を
買
っ

て
か
ら
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
全
然
開
け
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
女
性
は
二
四
・

七
％
。
男
性
は
四
・
六
％
で
す
か
ら
、

い
か
に
女
性
が
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
車
に
つ
い
て
い
る
工
具
を

最
近
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
は
、
女
性
の
場
合

約
六
〇
％
の
人
が
全
然
使
っ
た
こ
と

が
な
い
と
答
え
て
お
り
、
　
「
あ
ま
り

使
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
た
人

を
合
わ
せ
る
と
、
な
ん
と
九
〇
％
近

い
人
が
工
具
に
触
れ
て
い
な
い
の
で

す
。　

こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
女
性

は
点
検
整
備
に
か
な
り
無
関
心
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

小
さ
な
故
障
で
も

　
　
　
　
　
大
き
な
事
故
を
ひ
き
お
こ
す

　
最
近
の
車
は
”
完
成
度
”
が
か
な

り
高
く
、
突
然
エ
ン
ジ
ン
が
動
か
な

く
な
る
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
故
障

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
せ

い
か
、
つ
い
整
備
を
忘
れ
て
し
ま
う

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
小
さ
な
故
障
が
人
命
に

か
か
わ
る
事
故
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

る
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
が
切

れ
た
車
を
運
転
し
て
い
た
と
し
ま
す
。

突
然
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
が
起
こ
り
、
思
い
切

り
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
。
し
か
し
、

ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
が
つ
か
な
か
っ
た

の
で
、
後
続
の
車
に
ぶ
つ
け
ら
れ
て

し
ま
う
　
　
整
備
が
不
十
分
だ
と
、

こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。

　
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
て
エ
ン
ジ

ン
を
見
た
り
、
車
の
周
り
を
点
検
す

る
な
ど
十
分
な
整
備
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊縷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝叢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭　　　　　　　　　　　　　　　　朧　　　　　　　　　　　　　　闘　　　　　　　　　　　籍　　　　　　　　　熊　　　　　　　響　　　　拳　　舞．羅
二三2」レエンジンオイル

　　　の量は適当か

壷ヨ跡は＋分に
入っているかレエンジン
を動かしても水が漏れな
いか．

画レ張り具合
　　　は適当か〉ヘルト
　　　にキズがないか

ヨ〉液は＋分に入って

ターミナルのゆるみはな

蝕
／

フ

▼
運
転
席
に
座
っ
て
後
方
や

側
方
が
ち
ゃ
ん
と
見
え
る
か

バ
ツ
ク
・
ミ
ラ
ー

　車のボンネットを／度も開けたことのない

人に。いきなり整備をしなさいといっても、

それは無理な注文です。むずかしい整備は専

門家にまかせるとして、簡単にできる点検万

法を紹介しましょう。
　　　　　　　　　／甑ま＋分入．て、、るか

7　　熱難齢．窯．認撫撫㍑1
　　　　　　　　　　　　　とき、やわらかい感じがし　　　　　　異物がはさまっていないかレ溝は十分にあるか

ハンドル　　　　　　　　奮譲樽奪落、讐幕　　　　　　　　　自分の手で車の整備をすると。だんだん愛

〉あそびが大きすぎないか隻　　入。て㌧、るので整備エ場で　　　　　　　着がわくはずです。そして，おかしな個所も
パンドル全体が上下、左右、剛　　　整備してください）〉低速
後に動かないか〉走ってみて、　で走り、ブレーキのききが　　　　　　　早めに発見できるようになるでしょう。

パンドノレがふらっかないか　＋分か’腰していないか　　　特に女性の皆さん，車のボンネツトを儂

※灘ぎ躍攣欝雄濃㌘‘矯爾醗犠纏獣　開けて赫せんか．
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財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
で
は
中
小
企
業
者
が
必
要
と
す

る
新
鋭
機
械
設
備
を
割
賦
で
譲
渡
す

る
設
備
貸
与
制
度
の
受
付
を
従
来
よ

り
一
ヶ
月
早
め
三
月
一
日
か
ら
開
始

し
ま
す
．

設
備
価
額

二
〇
万
以
上

二
〇
〇
〇
万
円
以
下

二
〇
〇
〇
万
円
以
上

三
〇
〇
〇
万
円
以
下

貸
与
損
料

莉
息
相
当
分
）

年
五
％

年
五
・
五
％

返
済
期
間

四
年
半

七
　
年

申
込
期
限

申
込
総
額
が
事
業
予
算
枠
に

達
す
る
ま
で

　
な
お
申
込
者
の
資
格
要
件
な
ど
、

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
産
業
課
又
は

直
接
公
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

新
潟
市
西
堀
前
通
二
ー
七
一
五
ー
六

財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社T

E
L

　
O
二
五
一

ざ

一
二
）
○
〇
二
五

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
㎜

公
民
館
図
書
新
刊
案
内

o
越
後
と
佐
渡
の
一
揆

　
近
世
初
頭
か
ら
明
治
前
期
に
か

サ
て
の
新
潟
県
内
で
発
生
し
た
一

揆
・
騒
動
の
全
容
を
紹
介
。

o
過
疎
を
逆
手
に
と
る

　
限
り
な
ぐ
し
な
や
か
で
し
た
た

か
な
“
ま
ち
づ
く
り
”
モ
ノ
マ
ネ

で
な
い
本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か

人
間
疎
外
の
時
代
に
鋭
く
問
い
か

け
る
書
．

o
ぽ
く
ら
の
世
界

　
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
や
さ
し

い
世
代
の
し
な
や
か
な
感
性
で
描

く
長
編
青
春
推
理
。

o
家
族
ゲ
ー
ム

　
苛
烈
な
受
験
戦
争
の
中
に
描
く
、
引

お
か
し
く
も
感
動
的
な
物
語
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　一　6　　　　　　　　　　　　　　　0ρ　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　〇　一　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　一　∂　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　一　4　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　醒’　　　　　　　　　　9　■　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　岬8　　　　　　　　一’　　　　　　　　一〇　　　　　　　儒ダ　　　　　　ー　θ　　　　　　o’　　　　　一　θ　　　　　8’　　　　一　θ　　　一　ρ　　　一　∂　　印　9　　－4　ρ■　一’
一　ρ9’

気
象
よ
も
や
ま
話
⑬

除
雪
と
融
雪

　
　
　
　
　
　
万
　
羽
卓
司

　
戦
後
の
あ
る
冬
、
東
京
都
民
と
、

進
駐
軍
と
で
、
雪
消
し
の
競
争
を
し

た
こ
と
が
あ
る
。
ス
コ
ッ
プ
と
ト
ラ

ッ
ク
の
都
民
対
火
炎
放
射
器
の
応
酬

で
、
進
駐
軍
は
歯
が
た
た
な
か
っ
た
。

　
雪
国
で
は
、
昔
か
ら
雪
の
重
圧
に

耐
え
忍
ん
で
き
た
。
今
日
で
は
、
耐

雪
か
ら
克
雪
へ
、
更
に
利
雪
へ
と
懸

命
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
雪
処

理
の
根
本
は
、
必
要
の
場
所
か
ら
、

雪
を
排
除
す
る
か
、
融
雪
す
る
か
で

あ
る
。
雪
処
理
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
理
論
上
求
め
た
数
値
が
あ
る
。

表
中
の
ω
は
、
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
雪
を
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
一
五
m

さ
き
の
流
雪
溝
ま
で
運
搬
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
ω
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
投

雪
機
に
て
同
じ
距
離
を
投
雪
す
る
方

法
を
、
⑬
は
、
融
か
し
て
流
す
方
法

の
場
合
で
あ
る
。
ω
、
ω
に
よ
る
の

が
全
く
経
済
的
で
あ
る
。
㈹
の
熱
源

に
は
、
太
陽
ま
た
は
地
下
水
の
汲
み

上
げ
が
も
っ
と
も
経
済
的
で
あ
る
が
、

太
陽
は
冬
季
に
は
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
し
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
は
地

盤
沈
下
が
問
題
に
な
り
、
汲
み
上
げ

制
限
を
加
え
て
い
る
。
燃
料
の
燃
焼

は
、
高
価
な
上
に
、
大
気
汚
染
が
心

配
さ
れ
る
し
、
電
力
は
最
も
高
価
に

な
る
。

　
最
近
研
究
さ
れ
初
め
た
の
は
、
地

下
水
と
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
併
用
に

よ
る
融
雪
で
あ
る
。
た
だ
、
経
済
的

に
引
き
合
わ
な
い
た
め
、
普
及
は
ま

だ
ま
だ
で
あ
る
。

　
現
在
、
最
も
効
果
を
挙
げ
て
い
る

の
は
、
長
岡
市
の
道
路
融
雪
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
盛
期
に
は
、
二
四
時
間

に
七
〇
万
立
方
m
の
地
下
水
を
汲
み

上
げ
る
と
い
う
。
こ
の
量
は
、
新
潟

県
民
総
人
口
の
一
日
の
生
活
水
に
匹

敵
す
る
。
そ
れ
に
含
ま
れ
る
総
熱
量

は
、
ド
ラ
ム
缶
五
五
〇
〇
本
の
灯
油

の
燃
焼
熱
に
等
し
い
。

　
松
代
本
町
通
り
は
、
恵
ま
れ
た
地

形
と
、
沿
線
町
民
の
努
力
を
バ
ッ
ク

に
、
県
内
ま
れ
に
見
る
無
雪
道
路
と

な
っ
て
い
る
。

（表）100キログラムの雪処理のエネルギー比較

雪処理方法
エネルギー
（キロカロリー）

比　　　　率
（る説そプ）

（1）スノーダンプ

　　　（15m） 0．35 1
（2）ロータリ投雪

　　　（15m） 1．72 4．9

（3）融　　　雪 8000 22860

（栗山弘．雪の科学と生活）より

　
今
後
は
、
各
戸
の
屋
根
の
除
雪
が

真
剣
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
い
く
つ
か
の
改
良
が
行
な

わ
れ
て
い
る
が
、
設
備
や
、
経
費
の

面
で
普
及
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
克
雪
か
ら
利
雪
へ
の
道
は
ま
だ
遠

い
。
こ
こ
に
生
ま
れ
、
現
在
生
活
し

て
い
る
郷
土
を
、
楽
土
と
す
る
た
め

に
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。戸

籍
の
窓
ロ

一
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

邨
山
あ
ゆ
み
　
父
重
信
　
母
あ
け
み

　
　
　
（
長
女
・
室
野
・
沖
見
屋
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

菅
井
ト
イ
　
8
6
歳

山
岸
タ
ツ
　
84
歳

関
谷
マ
サ
　
8
6
歳

若
月
ツ
ト
ム
60
歳

村
山
キ
ョ
　
71
歳

名
平
宮
之
脇

蒲
生
清
水
端

池
尻
は
げ
ん
と

田
代
水
上

室
野
中
津
根
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文
芸

』■■■b』一一一陶”一』。’一

識霞蓄
　一　　■

　　　一9
　
　
’
　
　
し 一

臼・　∬

短
歌
喜
寿
近
う

　
　
　
　
　
　
下
山
埋
れ
木

除
夜
の
鐘
響
き
は
耳
朶
に
残
れ
ど
も

光
陰
の
速
さ
睦
月
過
ぎ
け
り

こ
　
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

去
年
う
け
し
深
き
誼
を
胸
に
こ
め
貴

み

台
に
ま
い
ら
す
初
春
の
ふ
み

一
年
の
十
二
分
の
一
の
日
は
去
り
ぬ

只
ひ
た
ぶ
る
に
雪
と
闘
う

心
の
み
童
の
ご
と
く
逸
れ
ど
も
五
体

衰
え
て
喜
寿
迎
え
た
り

長
く
も
な
き
余
生
と
思
え
ど
耐
え
が

た
く
歯
の
治
療
音
は
複
雑
に
き
こ
ゆ

吹
雪
く
日
の
屋
根
に
の
ぼ
り
て
寒
風

に
笠
を
か
し
げ
て
寡
婦
の
雪
ほ
る

し
　、“
u』、

み
句

△置

元
朝
や
雪
踏
む
こ
と
も
念
入
り
に

篭
火
の
照
ら
す
参
道
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

屋
根
雪
を
お
ろ
し
て
二
日
終
り
け
り

産
気
づ
く
牛
の
は
く
息
太
く
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

週
三
回
雪
下
し
し
て
年
迎
う

お
だ
や
か
に
鶏
足
山
の
初
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

初
売
り
の
縁
喜
と
手
拭
添
え
て
あ
り

豆
殼
を
く
べ
足
し
客
を
も
て
な
し
ぬ

勝
栗
を
飾
る
陰
膳
妻
の
病
む

妻
見
舞
う
病
院
の
窓
初
日
影

ホ占柄

水史

標
の
凍
て
つ
き
し
ま
ま
解
か
ず
ま
ま

大
雪
に
耐
ゆ
る
笑
顔
も
少
し
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

初
春
に
宮
の
と
も
し
灯
輝
や
け
り

こ
の
家
に
伝
わ
る
屠
蘇
の
小
盃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
、
兀

初
鍛
治
や
槌
音
澄
ん
で
暮
色
か
な

大
雪
と
な
り
し
初
荷
を
背
で
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

大
晦
日
久
々
仰
ぐ
日
の
光

寺
年
始
終
え
て
静
か
な
庫
裡
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
に
明
け
雪
に
暮
る
る
や
留
守
居
妻

シ
ク
ラ
メ
ン
寸
暇
の
日
差
し
に
鉢
う

つ
す
　
　
　
　
　
　
　
き
く
よ

此
の
年
も
仕
事
始
め
が
雪
お
ろ
し

年
明
け
て
床
の
置
物
牛
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
　
沙

雪
雲
の
去
り
て
朝
日
の
輝
や
け
り

軒
下
に
雀
の
寄
り
し
二
羽
三
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

　
朗
諦
の
声
に
彩
あ
り
初
句
会

　
除
夜
の
鐘
聞
い
て
喜
寿
の
屠
蘇
を
く

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
　
で

雪
佛
う
音
に
賀
客
の
来
る
を
知
る

久
方
の
日
差
し
に
標
干
し
も
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

　
お
さ
が

御
降
り
を
両
手
で
受
け
る
五
十
路
哉

　
一
鉢
の
梅
に
冬
陽
を
集
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

渾
身
の
龍
の
一
字
や
筆
始
め

子
が
育
ち
夫
婦
っ
き
り
の
雑
煮
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
蒲
生
句
会

歯
切
れ
よ
く
沢
庵
噛
み
て
素
直
な
り

目
が
笑
う
マ
ス
ク
の
顔
が
近
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

冬
越
し
の
汀
油
か
ぞ
え
て
寒
に
入
る

み
の
虫
に
つ
ら
ら
の
光
る
年
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

着
ぶ
く
れ
が
道
を
塞
い
で
立
ち
話

凍
み
解
け
て
村
の
一
日
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

隣
り
家
に
は
や
薄
陽
さ
す
初
時
雨

御
詠
歌
の
鈴
鳴
る
窓
や
雪
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

病
棟
に
聖
尼
と
会
え
り
ク
リ
ス
マ
ス

妻
の
試
歩
日
々
に
伸
び
ゆ
き
冬
麗
ら

　
　
　
　
　
（
在
川
崎
）
　
耕
山

嵩
の
な
き
蒲
団
を
土
工
折
り
返
す

影
ま
で
が
凍
つ
る
夕
べ
の
熔
高
炉

　
　
　
　
　
（
在
千
葉
）
　
鐵
　
堂

立
春
の
夜
な
り
と
雪
は
舞
う
如
し

牛
の
名
子
の
名
雪
に
生
き
る
と
年
賀

状
　
　
　
　
　
　
龍
峰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
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松
代
園
芸
愛
好
会
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樹
形
の
い
ろ
い
ろ

幹

（6）

文

人

　
一
筆
書
き
の
墨
絵
の
よ
う
に
、

に
は
ま
ら
な
い
軽
快
な
樹
形
で
、

は
細
く
、
丈
は
高
く
、

曲
線
を
描
き
、

も
た
な
い
、
、
、

流
な
、

気
品
に
富
ん
だ
樹
形
で
す
。

幹型

　
　
　
　
　
　
ゆ
る
や
か
な

　
　
　
樹
冠
近
く
ま
で
枝
を

　
　
）
カ
に
も
し
ゃ
れ
た
風

い
わ
ば
文
人
好
み
の
趣
き
と

ま

す和
　○　宍
　　じニヒ　

　　1こ

　　も

　　洋
　　去
　　ロニヒる

　　1こ

　　も

　　よ

　　く

　　調
　　不口

　　し

根
　
張
　
り

　
力
強
い
根
張
り
は
不
要
で
、
す
ん

な
り
し
た
立
ち
あ
が
り
が
大
切
。

　
幹
は
細
く
、
背
が
高
く
、
軽
や
か

な
、
す
ら
り
と
あ
か
ぬ
け
し
た
感
じ

を
だ
す
よ
う
に
し
ま
す
。

枝

　
枝
は
樹
冠
近
く
に
、
つ
ま
っ
た
枝

が
三
段
く
ら
い
つ
い
て
い
ま
す
。

　
落
ち
枝
や
差
し
枝
の
よ
く
効
い
た

も
の
が
尊
ば
れ
ま
す
。

樹
　
　
冠

　
樹
冠
は
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
。

文
人
に
む
く
樹
種

　
ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ゴ
ヨ
ゥ

マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ッ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、

ト
シ
ョ
ウ
な
ど

カマツ文人づくり


